
吉備池廃寺は、奈良盆地の東南端に近い桜井市街の南西のはずれに位置し、古くから信仰の

対象となった三輪山の麓からは南西へ約２.７㎞の距離にある。７世紀に宮殿が集中した飛鳥地域

からみると、香具山の山塊を隔てた北北東の反対側にあたる（Ｆｉｇ.１）。

古代の奈良盆地には、横大路という東西道路のほか、東から順に上ツ道、中ツ道、下ツ道と

いう三本の南北道路が、約２.１㎞（大宝令制の４里、令大尺の６尺を１歩とする１０００歩）の等間隔で

存在した
１）
。横大路は、竹内峠や穴虫峠を越えて西は河内へ、東は伊賀・伊勢へと通じた幹線道

路である。一方、中ツ道と下ツ道は、平
な

城
ら

山を越えて北は山背へ、南は紀ノ川（吉野川）沿いに

吉野や紀伊へと通じていた。

また、横大路以南の上ツ道は、北東から飛鳥へと入る阿倍山田道となり、西進して下ツ道と

直交する。その交差点が軽の衢
ちまた

である。また、歌垣の場としても有名な海
つ

石
ば

榴
い

市
ち

の衢は、横大

路が山辺
やまのべ

の道ないし上ツ道と交差する付近に想定されている。

これらの道路は、『日本書紀』推古２１年（６１３）１１月条に「難波より京に至るまでに大道を置

く」とみえるように、隋との国交開始ののち、外交使節の来朝を契機として、推古朝に整備さ

れた可能性が高い。吉備池廃寺は、横大路と上ツ道（阿倍山田道）の交差点から南西へ約１㎞の

至近距離に位置しており、その姿は、当時の横大路や阿倍山田道からもよく望むことができた

であろう。

なお、奈良盆地を流れる川は一本に合流して大和川となるが、その上流にあたるこの地域の

河川は、本流である初
は

瀬
せ

川をはじめとして、いずれも、ほぼ東南東から西北西に向かって流れ

ている。吉備池廃寺は、そのうちの寺川と米
よね

川にはさまれた、米川の現流路にほど近い小丘陵

に沿って位置する（Ｆｉｇ.２）。

ちなみに、香具山の東麓を北東へ流れる戒外
かい げ

川は、現在、吉備池廃寺の南西約４００ｍの地点

で、米川に合流している。しかし、この付近の米川の現流路は、条里にあわせて正方位に近く

付け替えられたことが地形図からも明らかで、当初の合流点は、もう少し北寄りであったもの

とみられる。また、現合流点の約２００ｍ南西には、東と西の丘陵をつなぐ弧状をなした細長い

高まりが、長さ２７０ｍほどにわたって明瞭に残っている。戒外川をせきとめるための築堤であ

り、堤の南西にかなりの面積をもつ池がかつて存在したことは間違いない。和田萃が指摘する

ように
２）
、これが『日本書紀』や『万葉集』にしばしば登場する「磐余

いわれ

池」「磐余市磯
いちし

池」にあた

る可能性は高いだろう
３）
。

Ａ　遺跡の位置

１　調査地域
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奈良盆地の
古 道

寺川と米川

磐 余 池
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Fig. 1 飛鳥・藤原京周辺の遺跡 １：４００００
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「磐余」の地名は、今では失われているけれども、５世紀から６世紀にかけて重要な宮地であ

ったことはよく知られている。『日本書紀』には、磐余稚桜宮（神功・履中）、磐余甕栗宮（清寧）、

磐余玉穂宮（継体）、磐余池辺双槻宮（用明）の名が見え、『帝王編年記』は、これらの所在をす

べて十市郡と記す。ともあれ、「磐余」が磐余池を含む一帯の呼称であることは動かないので、

磐余池の位置を上記のように考えた場合、吉備池廃寺は、「磐余」と呼ばれた地域に含まれるか、

その北ないし北東に位置することになる。

磐余の諸宮
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横大路横大路�横大路�
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Fig. 2 吉備池廃寺周辺の地形 １：８０００



ここで、今回報告する調査以前におこなわれた、吉備池廃寺周辺の発掘調査を簡単にふり返

っておこう（Ｆｉｇ.３およびＴａｂ.１、調査番号は両者に共通）。

まず南外周部では、１９８４年度に奈良県立橿原考古学研究所が２本の南北トレンチによる調査

をおこなっている（１）。このうち東側のトレンチでは、南寄りで７～８世紀の掘立柱建物を検

出し、トレンチの北半分がすべて旧河道にあたることを確認した。この旧河道の堆積土には弥

生土器が含まれ、包含層からは須恵器・土師器のほか、少量の凝灰岩片が出土している。

また、１９８７年度には、桜井市教育委員会が上記の掘立柱建物の部分を拡張して、再度発掘調

査をおこなった（３）。その結果、あわせて４棟の掘立柱建物の存在が確認され、建物には、少

なくとも２時期にわたる重複があることが明らかとなった。いずれも藤原京関係の建物群と想

定されている。さらに、これらの西側の隣接地でも、同年度に桜井市教育委員会が南北トレン

チによる調査を実施し、壁面の焼けた方形の土坑などを確認した（２）。このほか、東方の東外

周部に近い部分でも、１９９１年と１９９７年に桜井市文化財協会が南北トレンチによる調査をおこな

い、７世紀の瓦を含む東西溝などを検出している（５・８）。

一方、西外周部では、１９８８年度に桜井市教育委員会が、東西トレンチによる調査をおこなっ

ている（４）。吉備池廃寺の平瓦を含む土坑や素掘溝を検出したが、幅２ｍという狭長なトレン

チの制約もあって、顕著な遺構は確認されていない。

東外周部では、１９９５年に桜井市文化財協会が、東西および南北方向のトレンチによる調査を

Ｂ　既往の調査

南 外 周 部

西 外 周 部

東 外 周 部
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１ 調査地域

番号 調査期間 調査面積 位　置 調査機関 調査原因 文　献

１ １９８４.１１.１６～１２.１７ ５８０㎡ 南外周部 橿原考古学研究所 工場建設 １

２ １９８７.１０.０８～１０.１７ １２０㎡ 南外周部 桜井市教育委員会 工場建設 ２

３ １９８７.１０.２０～１０.３０ ２１２㎡ 南外周部 桜井市教育委員会 工場建設 ３

４ １９８８.１１.２１～１２.１０ ２５０㎡ 西外周部 桜井市教育委員会 農道新設 ４

５ １９９１.１１.０１～１１.０８ ０４５㎡ 南外周部 桜井市文化財協会 倉庫建設 ５

６ １９９５.１０.１６～１２.１５ ４４０㎡ 東外周部 桜井市文化財協会 住宅分譲 ６

７ １９９６.０４.０１～０４.１７ ０９５㎡ 北外周部 桜井市文化財協会 道路整備

８ １９９７.０７.２３～０８.２７ １６０㎡ 南外周部 桜井市文化財協会 住宅分譲 ８

Tab. 1 吉備池廃寺周辺における既往の発掘調査

文献 １　前園実知雄「橋本冠名遺跡発掘調査概報」『奈良県遺跡調査概報１９８４年度（第２分冊）』奈良県

立橿原考古学研究所、１９８５年　

２　清水真一「吉備池遺跡柳田地区の調査報告」『吉備池遺跡切田地区発掘調査報告書』桜井市教育

委員会、１９８８年

３　清水真一「吉備池遺跡冠名地区第２次調査概要」『吉備池遺跡切田地区発掘調査報告書』桜井市

教育委員会、１９８８年

４　清水真一『吉備池遺跡柿花地区発掘調査報告書』桜井市教育委員会、１９８９年

５　清水真一「吉備池遺跡麦田地区の発掘調査」『桜井市内埋蔵文化財１９９１年度発掘調査報告書３』

（財）桜井市文化財協会、１９９２年

６　清水真一「吉備池遺跡第６次発掘調査」『桜井市内埋蔵文化財１９９５年度発掘調査報告書１』（財）

桜井市文化財協会、１９９６年

８　清水真一「吉備池遺跡第８次発掘調査」『桜井市内埋蔵文化財１９９７年度発掘調査報告書２』（財）

桜井市文化財協会、１９９８年



10

0 100100m

5. . 桜井市桜井市�
19911991年度年度�

4. . 桜井市桜井市 1988 1988年度年度�

8. . 桜井市桜井市19971997年度年度�
3. . 桜井市桜井市�
19871987年度年度�

6. 6. 桜井市桜井市�
19951995年度年度�

7. 7. 桜井市桜井市�
19961996年度年度�

2. . 桜井市桜井市�
19871987年度年度�

1. . 橿考研橿考研�
19841984年度年度�

桜井市桜井市�
1212次�

桜井市桜井市�
 9次�

桜井市桜井市�
1111次�

111111次南区南区�

105105次 � �
東区東区�

105105次 � �
中央区中央区�

105105次 � �
西区西区�

111111次 � �
北区北区�

81-1681-16次�

9595次南区南区�

81-1481-14次�
�

8989次�
�

Fig.03 吉備池廃寺と周辺の調査区　1：2500

5. 桜井市�
1991年度�

4. 桜井市 1988年度�

8. 桜井市1997年度�
3. 桜井市�
1987年度�

6. 桜井市�
1995年度�

7. 桜井市�
1996年度�

2. 桜井市�
1987年度�

1. 橿考研�
1984年度�

桜井市�
12次�

桜井市�
 9次�

桜井市�
11次�

111次南区�

105次 �
東区�

105次 �
中央区�

105次 �
西区�

111次 �
北区�

81-16次�

95次南区�

9595次�
西区西区�
�

81-14次�
�

89次�
�

95次�
西区�
�

０� １００m０� １００m

Fig. 3 吉備池廃寺と周辺の調査区 １：２５００

第Ⅱ章　調　　査



実施した（６）。東西トレンチでは、地山をカットして西側に整地土を積んだ状況が明らかとな

り、古墳時代の土壙墓１基と土坑数基を検出した。整地土の上面には、拳大の礫敷がところど

ころに遺存し、整地土中には円筒埴輪が散乱する。また、南北トレンチでは、土坑数基のほか、

階段状をなす旧水田の段差を確認した。吉備池廃寺の軒丸瓦のほか、古墳時代から藤原宮期に

いたる須恵器・土師器、埴輪などが出土している。

なお、北外周部では、１９９６年に桜井市文化財協会が、道路整備にともなう幅１ｍほどの狭長

なトレンチ調査をおこない、柱穴状の穴を数基確認した（７）。吉備池廃寺の軒丸瓦のほか、７

世紀代の須恵器・土師器などが出土している。

吉備池廃寺の発掘調査（第８１-１４次調査）を開始するにあたっては、事前に基準点測量と水準

測量を実施した。基準点測量は、１９８０年に奈文研が設置した３級基準点・水準点Ｎｏ.６１から、

吉備池廃寺を経由して、同じくＮｏ.６２へ結合する単路線方式である。路線長２,５８６.５ｍ、角閉合

差１４″、水平位置の閉合誤差０.０３３ｍ、閉合比１／７８,３００であった。また、水準測量は、Ｎｏ.６１

からの往復直接水準測量によった。使用した機種は、ライカ社製トータルステーション

ＴＣ１６００およびオートレベルＮＡ８２８である。なお、第８１-１４次調査中ならびに第８９次・第９５次

調査においても、必要に応じて、上記の新設点からあらたに基準点を設けている。これらの作

業も、すべて結合多角測量または三辺測量により、精度を確認しつつおこなった。

その後、２０００年１月にいたって、吉備池の堤防上に恒久的な３級基準点・水準点Ｎｏ.１９０～

１９３を設けた。使用した既知点は、基準点測量が三等三角点南山と四等三角点桜井公園および

１９９８年に奈文研が設置した２級基準点Ｎｏ.１７５、水準測量は建設省の水準固定点５と水準固定

点６である。第１０５次・第１１１次調査では、これらの新設点を用いて測量を実施している。

また、奈文研と桜井市の共同調査における遺構実測は、上記の基準点から、トータルステー

ションまたはＧＰＳで調査区内に基準線を設定することにより、作業をおこなった。一方、桜井

市教育委員会および桜井市文化財協会の単独調査は、任意座標による実測作業ののちに、基準

点の座標と標高を測り込む方式によっている。実測図の縮尺は、いずれも１／２０である。ただ

し、共同調査では、ヘリコプターからの航空写真撮影のさいに、水平位置と標高を観測した標

定点を写し込み、将来的な図化作業が可能なように配慮した。

ちなみに、２００２年４月１日からの改正測量法の施行にともない、日本測地系から世界測地系

へ移行することとなったが、吉備池廃寺の発掘調査はすべて日本測地系に基づく。そのため、

本書の平面座標は日本測地系で表示し、一部、（ ）内に世界測地系の数値を示すにとどめた。

Ｃ　測　量

北 外 周 部

基準点測量
水 準 測 量

恒久基準点

日本測地系
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Ｎｏ.１９０

Ｎｏ.１９１

Ｎｏ.１９２

Ｎｏ.１９３

Tab. 2 吉備池廃寺の3級基準点・水準点測量成果

－１６６,１２３.２４６

－１６６,１６８.３８１

－１６６,２２５.５４７

－１６６,２０９.９３８

Ｘ座標（Ｘ２） Ｘ２－Ｘ１

日 本 測 地 系 世 界 測 地 系 両 測 地 系 の 差

－１５,０９８.２３３

－１４,９４５.１２８

－１４,９８９.０８７

－１５,０９６.７１１

Ｙ座標（Ｙ２） Ｙ２－Ｙ１

点　名

Ｘ座標（Ｘ１） Ｙ座標（Ｙ１）

－１６５,７７６.７６１

－１６５,８２１.９０２

－１６５,８７９.０６７

－１６５,８６３.４５２

－１５,３５９.８１０

－１５,２０６.７０５

－１５,２５０.６６４

－１５,３５８.２８７

＋３４６.４８５

＋３４６.４７９

＋３４６.４８０

＋３４６.４８６

－２６１.５７７

－２６１.５７７

－２６１.５７７

－２６１.５７６
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小 地 区 は
３ ｍ 方 眼

平面直角座
標系を基準
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Fig. 4 吉備池廃寺の調査区と地区割り １：２０００
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なお、上記基準点Ｎｏ.１９０～１９３については、測地成果２０００に基づく再計算（改算）をおこなっ

ているので、それぞれの成果を示しておく（Ｔａｂ.２）。

奈文研では、発掘調査の際に、大地区・中地区・小地区からなる地区割りを実施している。

最小単位となる小地区は、アルファベット１文字と２桁の数字の組合せで表記される、一辺

３ｍの正方形である（中地区の東南角を起点＝Ａ１０とし、３ｍごとに北へＢ, Ｃ, …、西へ１１, １２, …とす

る）。また、中地区は、東西２２２～２２８ｍ（小地区７４～７６区画分）×南北５４ｍ（小地区１８区画分）の

区画で、小地区名の前にアルファベット１文字で表記する。そして、中地区を東西に３列、南

北に６列並べた、東西６７２ｍ×南北３２４ｍの区画を大地区としている。大地区名は、先頭から順

に、時代を示す数字１桁、遺跡の種別をあらわすアルファベット１文字、遺跡名または位置を

示すアルファベット２文字の組合せからなる。

もっとも、飛鳥藤原宮跡発掘調査部における地区割りは、当初、条里畦畔を基準としており、

対象範囲も飛鳥および岸俊男が復元した藤原京域にとどまっていた。しかし、さまざまな問題

が顕在化したため、１９９４年度からは、平面直角座標系第Ⅵ系（原点：北緯３６°東経１３６°）に基づ

Ｄ　地区割り



く地区割りに全面的に移行している。同時に、藤原京域がそれまでの想定を大きく越えて広が

るという実態にあわせて、対象範囲も大幅に拡大した
４）
。

本書で扱う吉備池廃寺の調査は、すべて上記の改定以後のものであり、奈文研と桜井市教育

委員会の共同調査では、この一元的な地区割りに従って、遺物の取り上げなどをおこなってい

る（ただし、桜井市教育委員会および桜井市文化財協会が単独で実施した調査では、こうした方式を採用

していない）。

吉備池廃寺の調査区は、ほとんどが大地区の５ＡＤＤに含まれ、わずかに第９５次調査区の西端

の一部が５ＡＤＬとなる（Ｆｉｇ.４）。調査次数ごとの大・中地区名（Ｔａｂ.３）と、座標系との関係を

明らかにするために、関連する中地区の東南角の座標を示しておく（Ｔａｂ.４）。

なお、飛鳥藤原宮跡発掘調査部の地区割りでは、寺院遺跡に対して、５Ｂではじまる番号を

与えるのが通例である。しかし、吉備池廃寺の場合は、上記の地区割りの改定時に、いまだ寺

院跡と認められていなかったうえに、寺院跡と確定したのちも、すぐには寺域を推定しがたい

状況にあった。このため、地区割りに関しては、通常の京内に対する扱いを適用することとし、

５Ａではじまる大地区の名称を使用している。
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１ 調査地域

１）岸 俊男「日本都城制総論」『都城の生態』日本の古代９、中央公論社、１９８７年。

２）和田 萃「磐余地方の歴史的研究（磐余の諸宮－磐余池に関連して－）」『磐余・池ノ内古墳群』奈

良県教育委員会、１９７３年。

３）なお、「磐余」「磐余池」の位置については、これより１.６㎞ほど北東の、上ツ道と横大路の交差点付

近に想定する見解がある（千田 稔『古代日本の歴史地理学的研究』岩波書店、１９９１年、１６１～１７８頁。

前田晴人『日本古代の道と衢』吉川弘文館、１９９６年、２～３６頁（初出１９７９年）。渡里恒信「磐余池と

海石榴市」『続日本紀研究』３０４号、１９９６年）。しかし、その一帯に池の痕跡はまったく認めることが

できないし、上ツ道の設定が推古朝以前にどこまで溯るのかも疑問がある（「磐余」の地名自体は

『日本書紀』神武即位前紀戊午年９月戊辰条に初出し、「磐余池」についても履中２年１１月条に築造記

事が見える）。また、論拠とされた近傍の桜井市谷の若桜神社の位置が、城上郡所在とされる同名の

延喜式内社の位置を踏襲しているのか、さらにそれが磐余稚桜宮の位置に関わるのかという点も問題

となろう。和田の比定地が、現実に古代の大規模な池の痕跡を明瞭に残している以上、それを上回る

論拠を有するものとは思われない。

４）奈文研「飛鳥・藤原地域における地区設定基準の改定」『藤原概報２４』１９９４年。

調査次数 大地区 中地区

第８１-１４次 ５ＡＤＤ Ｔ･Ｕ ● ●

第８９次 ● ５ＡＤＤ Ｔ･Ｕ ● ●

第９５次 ● ５ＡＤＤ Ｔ･Ｕ ● ●

５ＡＤＬ Ｅ ● ● ●

第１０５次● ５ＡＤＤ Ｑ･Ｒ･Ｓ･Ｔ

第１１１次● ５ＡＤＤ Ｒ･Ｓ･Ｕ ●

Tab. 3 調査次数と大・中地区

大地区 中・小地区 Ｘ座標 Ｙ座標　　　

５ＡＤＤ ＱＡ１０ －１６６,０８０.００ －１４,８７１.００

５ＡＤＤ ＲＡ１０ －１６６,１３４.００ －１４,８７１.００

５ＡＤＤ ＳＡ１０ －１６６,１８８.００ －１４,８７１.００

５ＡＤＤ ＴＡ１０ －１６６,２４２.００ －１４,８７１.００

５ＡＤＤ ＵＡ１０ －１６６,２９６.００ －１４,８７１.００

５ＡＤＬ ＥＡ１０ －１６６,２４２.００ －１５,０９９.００

Tab. 4 地区割りの起点の座標値
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奈文研と桜井市教育委員会が共同でおこなった吉備池廃寺の学術調査は、１９９７年１月に開始

し、２００１年４月に終了した。また、これと一部並行するかたちで、桜井市教育委員会および桜

井市文化財協会が、それぞれ単独で発掘調査を実施している。

はじめに、今回報告する発掘調査について、一覧表を掲げておこう（Ｔａｂ.５）。以下、次数ご

とに調査の概要を述べることにする。

吉備池廃寺の存在をはじめて確認した調査である。この遺跡は、木之本廃寺の瓦を焼成した

瓦窯と見る説が有力であったため、基準点測量とそれに基づく地形測量（１：２００）を実施した

のち、発掘に先立って、瓦片が散布する吉備池南東の土壇周辺の地中レーダー探査と磁気探査

を実施した。ところが、予想に反して、瓦窯であることを示す反応はまったくなく、地中レー

ダー探査では、むしろ基壇らしい反応が得られるという結果となった。

つづいて開始した発掘調査でも、やはり生産遺跡であることをうかがわせる兆候はなく、逆

に探査成果を裏づけるように、基壇の掘込地業ＳＸ１０１とその西北角が確認される。ここにおい

て、本遺跡は瓦窯跡ではなく、飛鳥時代の寺院跡であることが明らかとなった。

そこで、基壇の規模と形状を確かめるために、土壇上と土壇の東、南、西の各辺にトレンチ

を設定した。その結果、東辺では掘込地業ＳＸ１０１の東端を検出し、掘込地業の東西幅は３６ｍと

確定する。また、掘込地業の南端は水路のため確認できなかったが、南北２７ｍ以上３０ｍ以内に

おさまることが判明した。ただし、西辺や北辺では、基壇土がこれを越えて広がっている状況

が認められるので、基壇はもう一回り大きく、東西３７ｍ、南北２８ｍほどの規模になるものと推

定される。１０００㎡に達するこの規模は、ほぼ同時期の山田寺金堂（皇極２年（６４３）に建立開始）

はもちろん、のちの官寺である川原寺や薬師寺（本薬師寺）の金堂をはるかに凌ぐ。

掘込地業ＳＸ１０１の深さは約１ｍあり、その底面から版築土上面までの高さは、現状で２.５～

２.７ｍに達する。おそらく、本来の基壇は、掘込地業底面から３ｍ以上、地表面から２ｍ以上

Ａ　第８１-１４次調査

2 調査の概要

事 前 探 査

巨大な金堂
基壇を確認
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第８１-１４次 ５ＡＤＤ－Ｔ・Ｕ 金堂 １９９７. １. ８～１９９７. ３.２６ ４２０㎡

第８９次 ５ＡＤＤ－Ｔ・Ｕ 塔・南面回廊 １９９８. １. ７～１９９８. ４.１７ ３５１㎡

第９５次 ５ＡＤＤ－Ｔ・Ｕ 南面回廊・西面回廊 １９９９.. １. ７～１９９９. ４.２２ ７２４㎡

５ＡＤＬ－Ｅ 西面回廊

第１０５次 ５ＡＤＤ－Ｑ・Ｒ・Ｓ・Ｔ 僧房・東面回廊・金堂 ２０００. １. ７～２０００. ４.１１ ７３８㎡

第１１１次 ５ＡＤＤ－Ｒ・Ｓ・Ｕ 中門・僧房 ２００１. １. ９～２００１. ４.２４ １１４０㎡

桜井市第９次 ５ＡＤＤ－Ｒ 僧房 １９９８.１０. ９～１９９８.１２.１１ ２３９㎡

桜井市第１１次 ５ＡＤＤ－Ｑ 北外周部 ２０００.１２. ４～２００１. １.１２ １４０㎡

桜井市第１２次 ５ＡＤＥ－Ｐ 南外周部 ２００１. ７.１１～２００１. ７.２４ １２５㎡

Tab. 5 発掘調査一覧

調査次数 調　査　地　区 調査期間 調査面積



の、ひじょうに高いものであっただろう。こうした規模と形状から、これが南面する金堂ＳＢ

１００の基壇であることは間違いないとみられる。ただ、基壇の南西部では、掘込地業の西端が

屈折して隅欠き状を呈するが、その理由は明らかでない。

金堂の礎石は現存するものがなく、基壇の外装に関わる痕跡も皆無である。さらに、トレン

チ調査のうえ、基壇土の掘り下げをおこなっていないため、礎石据付穴や抜取穴の配置も明ら

かにできなかった。一方、東辺では、基壇の外側に砂利敷ＳＸ１０３の一部が残っており、当時の

舗装を示すものとみられるが、遺存状態は必ずしもよくない。また、基壇の西辺と北辺には、

下部に多量の礫を入れた排水用暗渠ＳＤ１０４とＳＤ１０５がめぐり、掘込地業の西北角からそれへつ

なげる排水溝ＳＤ１０２が設けられていた。なお、金堂基壇の西側では、少なくとも３時期にわた

る掘立柱の掘形と抜取穴を確認している（ＳＢ１０６～１０９）。

金堂の西方には、約５０ｍ離れて、やはり方形を呈する土壇が存在する。この２つの土壇は正

しく東西に並んでおり、形状とあわせて、いずれも吉備池廃寺の建物基壇であることは疑いな

い。とすれば、西方土壇は塔基壇とみるのが妥当であり、東に金堂、西に塔を配した伽藍配置

を想定することができる。

遺物の大半は瓦であるが、創建時のものに限られ、軒丸瓦は、山田寺にわずかに先行する特

徴を備えている。そして、瓦の出土量そのものが少ない点から、短期間のうちに他へ移された

可能性が想定される。この軒丸瓦については、以前から舒明１１年（６３９）創立の百済大寺所用と

する見解が提示されており、金堂基壇の規模や短期間での移転を考えあわせると（百済大寺は天

武２年（６７３）に高市の地へ移され、高市大寺となる）、吉備池廃寺が百済大寺である蓋然性はきわ

めて高いとみられる。

発掘調査の記者発表と現地説明会では、以上の調査成果を公表し、これまで所在が確定しな

かった幻の百済大寺の発見として、大きな注目を集めることとなった。

前年の金堂の発見をうけて、吉備池廃寺の伽藍の範囲および主要堂塔の実態を解明すること

を目的に、前年度を含む計５年間の学術調査を実施することになった。当調査はその２年目に

あたり、塔跡の可能性が高いと目された西方土壇と南面回廊の解明を意図した。

西方土壇は、すでに北側がコンクリート護岸となっている関係もあり、土壇上と土壇の南辺、

西辺にトレンチを設定した。南辺のトレンチは南に長く伸ばすとともに、その東側にも南北ト

レンチを設けて、回廊の確認をねらうこととした。なお、今回も、発掘に先立って地中レーダ

ー探査を実施し、西方土壇は基壇である可能性がきわめて高いという結果を得ている。

まず西方土壇の調査では、ほぼその中央で、東西約６ｍ、南北７ｍ以上の巨大な心礎抜取穴

を検出した。深さは現状で約４０㎝あり、底には人頭大の根石が多量に遺存している。また、基

壇西辺では、版築の途中で、心礎を引き上げるためのスロープの存在を確認することができた。

以上の点から、これが予想どおり塔ＳＢ１５０の基壇であることは疑いない。

ただ、金堂のような掘込地業はみられず、塔基壇では、旧地表面に厚さ２０～４０㎝の整地をお

こなった上に、版築による基壇土を積み上げている。基壇規模は、基壇土の残る範囲と推定塔

心間の距離から、一辺約３０ｍと復元できる。これは、７世紀のほかの塔にくらべて４倍近い面

Ｂ　第８９次調査

排水用暗渠

百 済 大 寺

心礎抜取穴

15

２ 調査の概要
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積であり、並外れた規模といえる。その巨大さと比肩できるものは、奈良時代以前には、百済

大寺の後身にあたる大官大寺を除いてほかにない。

なお、旧地表面から現存する基壇土の上面までの高さは約２.３ｍあり、当初の塔基壇高は２.８ｍ

ほどと推定される。また、心礎抜取穴の底面と基壇土の関係から、心礎は地下式ではなく、上

面が地上に露出する形式であったことが確実である。基壇外装の痕跡や礎石は、金堂同様、ま

ったく残っていなかった。ただし、塔の南方では、小石敷ＳＸ１５５が一部残る部分があり、当初

の舗装を示すものとみられる。

一方、南面回廊ＳＣ１６０は、塔基壇の約３０ｍ南にあり、南北の雨落溝にあたる２条の石組みの

東西溝を確認した。石組みは、南側の溝ＳＤ１６１がよく遺存するのに対し、北側の溝ＳＤ１６２では

すべて抜き取られている。溝の心々間距離は約６ｍあり、この間が回廊基壇となる。

今回の調査で、金堂と塔を東西に並べた伽藍配置であることが確定するとともに、南面回廊

の検出により、少なくともその造営が、ほぼ形をととのえる状態にまで達していたことが明ら

かとなった。また、塔基壇と心礎抜取穴の巨大さは、そこに大官大寺と同じく九重塔が建って

いたことを強く示唆する。古代に九重塔を有していたと記されるのは、百済大寺と大官大寺し

かなく、吉備池廃寺が百済大寺である可能性はいっそう高まった。

３年目にあたる当調査は、前年の南面回廊の発見をうけて、そこに開く中門を確認するとと

もに、西面回廊の位置を知ることを目的とした。そのため、南面回廊の金堂と塔の中間地点に

主たる調査区（南区）を設定し、塔の西方に東西トレンチを伸ばすこととした（西区）。また、

回廊西南角想定位置にも小規模な調査区を設けた（西南区）。

主調査区（南区）では、予想に反して中門は確認されず、南面回廊ＳＣ１６０とその両側の雨落溝

がまっすぐにのびることが判明した。中門は、金堂と塔の中間点南方には存在しなかったこと

になる。前年と同様、南側の雨落溝ＳＤ１６１は石組みが遺存するのに対し、北側の雨落溝ＳＤ

１６２の石組みはすべて抜き取られている。また、それぞれに先行する東西方向の２条の掘立柱

列ＳＡ１８１とＳＡ１８２を検出し、南面回廊造営時の足場と判断した。回廊の基壇幅については約５.６

ｍと推定できるが、礎石はまったく遺存せず、痕跡程度ながら、礎石抜取穴に関わるとみられ

る土質の違う部分を、約３ｍ間隔で確認した（ＳＸ１８５）。

南面回廊の基壇南半、南側の雨落溝と間は、幅３ｍの東西溝ＳＤ１８０によって破壊されている。

この溝には、吉備池廃寺の瓦のほか、藤原宮期の遺物が含まれ、その位置とあわせて、三条大

路北側溝の可能性が想定される。また、これの北では、藤原宮期の掘立柱建物ＳＢ１９０の西妻を

検出した。

塔基壇西方のトレンチ（西区）では、推定塔基壇縁から約２３ｍ西で、西面回廊ＳＣ２００の雨落

溝ＳＤ２０１を検出した。遺存状況はよくなく、溝の石組みは残っていない。この西には、西側の

雨落溝にかかわるとみられる石の抜取穴ＳＸ２０２があり、両者の間が西面回廊になるものと推定

した。西面回廊の規模は、南面回廊と同じとみてよいが、同様に基壇は大きく削平され、回廊

基壇上では、礎石の抜取痕跡らしい土質の違いＳＸ２０３を検出したにとどまる。一方、回廊西南

角想定位置（西南区）では、回廊関係の遺構は確認できなかった。

Ｃ　第９５次調査

塔 基 壇 も
特 大 規 模

回廊の確認

想定位置に
中門はない
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ただし、西面回廊下から西南西に向けて、底に人頭大の礫を詰めた暗渠ＳＤ２１５がのびること

を確認した。回廊内の水を排水するための施設と考えられる。よって、少なくともこれが存在

する塔基壇から西５０ｍまでは、寺域に含まれるものと判断される。また、その西方２４ｍまでの

調査区内にも寺地を限る遺構は存在しないので、西限はさらにその外側となろう。

このほか、藤原京関係の遺構としては、坪内の掘割りないし区画溝と推定される東西溝ＳＤ

２２６と、その北岸の塀ＳＡ２２７などを検出した。井戸ＳＥ２２０は近世のものである。

今回の調査では、当初の予想と異なり、中門が金堂と塔の中間点南方になく、変則的な配置

をとることが判明した。中門の位置として残された可能性のうち、もっとも有力なのは金堂の

前面であろう。なお、西面回廊については、きわめて痕跡的ではあるが、その存在を確認する

ことができた。さらに、藤原宮期の遺構も比較的多く検出され、吉備池廃寺廃絶後の土地利用

を示す資料が得られた。

４年目にあたる当調査は、東面回廊の確認とそれによる回廊東西幅の確定、僧房など寺の北

側に想定される施設の確認、北西方向への寺地の広がりの把握を目的とした。

このため、金堂の北東に２本の東西トレンチ（東区）を、金堂と塔の中間点の北方に南北ト

レンチ（中央区）と吉備池内に７ヵ所の小規模トレンチ（池内調査区）を設けた。また、吉備池

の北西には南北トレンチ（西区）を設定した。

まず東区では、東面回廊ＳＣ３００の西側の雨落溝ＳＤ３０５を検出したほか、金堂ＳＢ１００の掘込

地業ＳＸ１０１の東北角と、その外側をめぐる周溝ＳＤ１０５（北辺）・ＳＤ２５０（東辺）を確認した。

ＳＤ１０５とＳＤ２５０は、下部に人頭大の礫を多数積んだ暗渠である。基壇の掘込地業にともなう

排水を目的として開削され、その後は排水暗渠として機能した可能性が高い。この暗渠の外側

には、平行して掘立柱塀ＳＡ２５１（東辺）・ＳＡ２５２（北辺）がめぐっている。なお、東面回廊の位

置は、平安時代～中世に南北方向の溝ＳＤ３０６となる。

中央区では、金堂と塔の中間点の北方で、掘立柱建物ＳＢ２６０の存在を確認した。梁行２間の

東西棟建物である。後述する桜井市第９次調査で検出した僧房とみられる掘立柱建物と北側柱

筋を揃えており、伽藍内の位置関係とあわせて、僧房関係の施設とみることができる。なお、

このトレンチの北半では平安時代の瓦も一定量出土し、吉備池廃寺の廃絶後も、近くに当該時

期の小規模な瓦葺の堂宇が存在したことをうかがわせる。

池内調査区では、北面回廊や講堂そのものの発見にはいたらなかったが、流路ないし低湿地

を埋め立てた７世紀中頃の整地土を確認した。この整地土は、東西５０ｍにわたる７カ所の池内

トレンチすべてで認められ、さらに西方にのびるものと推定される。

一方、西区では７世紀代の明確な遺構は認められず、奈良時代末以降、中世までの溝や流路

を検出したにとどまる。

今回の調査の結果、回廊の東西幅が心々間距離で約１５８ｍとなることが明らかとなった。僧

房と推定される建物の位置とあわせて、寺地は少なくとも東西１８０ｍ、南北１６０ｍ以上の広がり

をもつ。また、広汎な範囲に整地をおこなっている状況も判明し、吉備池廃寺の造営が相当に

大がかりなものであったことが確かめられた。

Ｄ　第１０５次調査

中門は金堂
の 前 面 か

掘立柱僧房

広汎な整地
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２ 調査の概要



第Ⅱ章　調　　査

当調査は、５年間の学術調査の最終年度にあたり、中門と講堂・北面回廊の解明を目的とし

て、金堂の南方（南区）と、吉備池を越えた北方（北区）に、２ヵ所の調査区を設定した。

南区では、中門ＳＢ３２０を検出した。南面回廊の南北の雨落溝ＳＤ１６１とＳＤ１６２が建物にあわせ

て屈折する状況が明らかとなり（ＳＤ３２１とＳＤ３２２）。この間が中門の基壇となる。ただし、基壇

土自体はまったく残らず、礎石の据付痕跡および抜取痕跡も確認できなかった。わずかに、東

南隅柱想定位置で、それらに関わる土質の違いが認められるが、きわめて痕跡的である。また、

階段の痕跡も確認できなかった。なお、中門の基壇規模は東西１２.０ｍ×南北９.８ｍほどと推定さ

れ、３×２間の建物を復元できる。この規模は、飛鳥寺や法隆寺西院の中門にくらべても小さ

く、しかもその位置は、金堂の正面の中軸線より西へ寄っている。

中門および南面回廊に重複して検出された掘立柱東西塀ＳＡ３２５は、第９５次調査で確認した

ＳＡ１８２の東への延長にあたる。第９５次調査では回廊建設時の足場と推定していたが、中門

ＳＢ３２０上を直線的に横断することから、ＳＢ１９０に接続する藤原宮期の塀である可能性が高まっ

た。ＳＡ１８２の南のＳＡ１８１につながる遺構は、今次調査では確認できなかった。

北区では、１１×２間の東西棟掘立柱建物ＳＢ３４０を検出した。僧房と考えてよい。後述する桜

井市第９次調査で検出した建物とともに、今までに発見されたなかでは、最古の僧房遺構とな

る。柱間は、桁行が約２.５ｍ、梁行は約２.７ｍである。建物の外周には、約１.２ｍ離れて、雨落溝

とみられる素掘溝がめぐる。なお、建物の東部は地山が急激に落ち込むため、整地土を積んで

柱掘形を掘っているが、この整地土には焼土が含まれていた。

北区では、このほか、掘立柱建物ＳＢ３４５～３４７と井戸ＳＥ３５５･３５６･３６０、東西溝ＳＤ３５０など

を検出した。ＳＢ３４５･３４６は藤原宮期の建物。また、ＳＥ３５５･３６０とＳＤ３５０には８世紀中頃、

ＳＥ３５６には１０世紀頃の遺物が含まれる。

今回の調査で確認した吉備池廃寺の中門は、予想外に小規模なうえに、その位置も金堂の中

軸線より西へ偏している。これを合理的に説明しうるのは、塔の南にも、もう一つの中門が存

在したとみる仮説だろう。当該部分は、第８９次調査の二つのトレンチにはさまれた未発掘地に

あたるが、金堂と塔のそれぞれ前面の内寄り（伽藍全体の中軸線寄り）の位置に二つの中門が建

つという、異例の配置をとる可能性が想定される。

一方、僧房と推定される掘立柱建物は、桜井市第９次調査での検出建物と南北に並列し、第

１０５次調査の建物とあわせて、かなり規格的な配置がおこなわれたことがうかがえる。そして、

こうした建物が複数存在した事実が判明したことにより、吉備池廃寺の完成度がかなり高く、

名実ともに寺院として機能していたことは確実となった。

なお、講堂および北面回廊については手がかりが得られなかったが、北区の南半はかなり削

平を受けているので、それらの存在を否定することはできない。むしろ、北区における瓦の出

土状況は、付近に瓦葺建物が存在したことを強く示唆しており、『大安寺伽藍縁起并流記資財帳』

をはじめとする史料との整合性からも、講堂は存在したと考えるべきだろう。

以上、５年間にわたる吉備池廃寺の発掘調査は、なお多くの課題は残すものの、これが百済

大寺にほかならないことを裏づけるものとなった。

Ｅ　第１１１次調査

中門の確認

掘立柱僧房

高い完成度
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分譲住宅の建築にともなう事前調査である。調査地は、吉備池の北東約５０ｍ、金堂土壇から

は約８０ｍ北に位置し、吉備池廃寺の寺域内に含まれるかどうか判然としない地点であった。そ

のため、調査にあたっては、まず南東～北西に細長いトレンチを設定して遺構の有無を確認し、

その後、遺構の状況に応じて拡張をおこなった。

検出した遺構には、飛鳥時代の掘立柱建物ＳＢ４００、藤原宮期の南北塀ＳＡ４０１･４０５と東西塀

ＳＡ４０６、区画溝ＳＤ４０２･４０３、平安時代末～鎌倉時代の掘立柱建物と土壙墓などがある。

ＳＢ４００は、北側柱列の柱掘形７基、南側柱列の柱掘形４基を検出した。桁行６間（１６.４ｍ）

以上、梁行１間（５.４ｍ）の東西棟建物で、妻中央の柱を欠く。建物の東端は確認したが、西へ

どこまで続くかは明らかでない。柱掘形の規模は飛鳥時代でも最大級である。柱掘形には７世

紀中頃の遺物、柱抜取穴には７世紀後半の遺物が含まれており、この建物がある程度の期間存

続したようすがうかがえる。性格については、建物の規模や構造、金堂・塔などとの位置関係

を考え合わせると、吉備池廃寺に付属する僧房の一部である可能性が高いだろう。とすれば、

現在までに確認された最古の僧房遺構ということになる。

また、調査区の東寄りでは、北東の谷側へ向かう落ち込みがあり、整地土で埋め立てている

ことが判明した。ＳＢ４００の柱掘形はこの整地土の上から掘り込まれており、それに含まれる遺

物の状況とあわせて、建物を建てるさいの整地と判断される。

Ｆ　桜井市第９次調査
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２ 調査の概要

ＳＢ４００ ＳＨ-１００１ 掘立柱建物 桜井市第９次 文献１

ＳＡ４０１ ＳＡ-１００１ 掘立柱塀 桜井市第９次 文献１

ＳＤ４０２ ＳＤ-１００１ 南北溝 桜井市第９次 文献１

ＳＤ４０３ ＳＤ-１００４ 東西溝 桜井市第９次 文献１

ＳＫ４０４ ＳＫ-１０３３ 土　坑 桜井市第９次 文献１

ＳＢ４２０ ＳＨ-２００３ 掘立柱建物 桜井市第１１次 文献２

ＳＸ４２１ ＳＸ-２００１ 切り通し 桜井市第１１次 文献２

ＳＤ４２２ ＳＤ-２００１ 南北溝 桜井市第１１次 文献２

ＳＢ４２３ ＳＨ-２００２ 掘立柱建物 桜井市第１１次 文献２

ＳＡ４２４ ＳＡ-２００１ 掘立柱塀 桜井市第１１次 文献２

ＳＢ４２５ ＳＨ-２００１ 掘立柱建物 桜井市第１１次 文献２

ＳＢ４２６ ＳＢ-２００１ 竪穴住居 桜井市第１１次 文献２

ＳＤ４４１ ＳＤ-１００１ 東西溝 桜井市第１２次 文献３

ＳＤ４４２ ＳＤ-１００２ 東西溝 桜井市第１２次 文献３

ＳＸ４４３ ＳＸ-１００１ ベースの高まり 桜井市第１２次 文献３

Tab. 6 遺構番号の対照

文献 １　桜井市文化財協会『吉備池廃寺（吉備池遺跡第９次）発掘調査資料』１９９８年

２　橋本輝彦「吉備池遺跡第１１次発掘調査概要報告」『桜井市 平成１２年度国庫補助による発掘調査

報告書』桜井市立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 第２２集、２００１年

３　橋本輝彦「吉備池遺跡第１２次発掘調査概要報告」『桜井市 平成１３年度国庫補助による発掘調査

報告書』桜井市立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 第２３集、２００２年

本書の遺構番号 桜井市の遺構番号 種　別 調査次数 桜井市文献



第Ⅱ章　調　　査

吉備池の北約８０ｍの小丘陵上で実施した範囲確認調査。調査地は吉備池廃寺の金堂・塔の中

間地点の真北にあたり、それぞれの土壇からの距離は約１４０ｍである。第１０５次調査中央区や桜

井市第９次調査区の遺構面より最大約３ｍ高く、寺域全体を見渡せる位置にある。調査では、

まず東北東～西南西方向に２本のトレンチを入れ、遺構の状況をみて調査区を拡張した。

検出した遺構は、大きく４時期に区分することができる。このうち、正方位をとる最後の時

期の遺構が吉備池廃寺関係のものとみられ、東西方向の切り通しＳＸ４２１、南北溝ＳＤ４２２、掘

立柱建物ＳＢ４２０を確認した。ＳＢ４２０は、桁行３間以上、梁行２間以上の南北棟建物で、柱間は

ともに２.３ｍ。建物の西側に、幅約３.８ｍの南北溝ＳＤ４２２をともなう。切り通しＳＸ４２１は、これ

らを構築する平坦面をつくるためのものであろう。

吉備池廃寺に先行する遺構としては、まず北で１５°ほど東偏する総柱の掘立柱建物ＳＢ４２３とそ

の西の掘立柱塀ＳＡ４２４がある。また、それに先行して、北で約２０°西偏する掘立柱建物ＳＢ４２５、

さらにそれより古い竪穴住居ＳＢ４２６が存在する。竪穴住居ＳＢ４２６の竈からは、６世紀末～７世

紀初めの土器が出土しており、一方、最後の時期の遺構にも藤原宮期に下る遺物は含まれない

ので、上記の遺構変遷は比較的短い期間におさまるものと推定される。

今回の調査により、吉備池廃寺北方の丘陵上にも、同時期の遺構が展開していることが明ら

かとなった。寺域の広がりや付属施設の状況を考えるうえで重要な成果といえる。

金堂土壇の約６０ｍ南で実施した範囲確認調査である。対象地は南門の候補地の一つだが、大

半が米川の旧流路と推定されるため、４１×３ｍの南北トレンチを設定して、遺構の有無とその

状況を確認することとなった。

調査区は全体に暗灰色粘土の包含層で覆われ、この下が細砂や拳大～人頭大の礫を少量含ん

だ暗褐色粘土のベースとなる。包含層には７世紀後半（天武朝頃）の遺物が含まれている。

調査区の北半部では、トレンチ北端から約５ｍ南で、河原石を側石とする東西溝ＳＤ４４１、そ

の約１５ｍ南で東西溝ＳＤ４４２を検出した。石組みの遺存状況は悪く、ＳＤ４４１で１.７ｍ分を確認し

たにとどまる。また、ＳＤ４４２では、河原石が溝内に落ち込んだ状態で散らばっていた。両溝間

の中ほどには、幅約３.６ｍ、高さ２０㎝とわずかではあるが、ベースの高まり（ＳＸ４４２）が認めら

れ、前記の包含層がその上を覆っている。

今回の調査により、伽藍中枢部の南方にも吉備池廃寺の遺構が広がっていることが明らかと

なった。検出した溝やその間のベースの高まりは、位置や状況からみて、吉備池廃寺の南門と

南北の雨落溝にあたる可能性を想定することもできる。ただ、その場合、ＳＤ４４１とＳＤ４４２の

心々間距離は１５.２ｍあるので、中門の規模（南北の雨落溝心々間距離で約１０.４ｍ）をはるかに凌ぐ

ものとなってしまう。調査面積が限られていることもあり、なお検討が必要であろう。

Ｈ　桜井市第１２次調査

Ｇ　桜井市第１１次調査

20
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３ 調査日誌抄

Ａ　第８１-１４次調査（金堂）

3 調査日誌抄

10.21 吉備池の堤防上に測量基準点を設置し、基

準点測量をおこなう。

10.22 水準測量。土地境界杭の座標計測。

11.25～29 地形測量。トータルステーションに

より単点の座標を直読し、等高線記入。

1.8 地中レーダー探査と磁気探査をおこない、基

壇土らしい反応が得られる。土壇の西と北に調査

区を設定する。

1.9 土壇の西辺から発掘開始。地区杭打設。

1.13 土層観察用の畦を残して瓦溜りの掘り下

げ。ともに最近の遺物が混じる。調査区西端近く

では、２時期以上の柱掘形の存在を確認した。

1.14 畦の断面の検討から、ＴＪ～ＴＫ４３の南北方

向の土の違いが基壇西辺の掘込地業に関わる可能

性が強まる。確認のため、土壇の北西の遺構検出

作業をおこない、掘込地業の西北角を検出する。

また、そこから北西へ向かう溝の存在も明らかと

なり、掘込地業にともなう排水溝と推定した。土

壇の形状はこの基壇建物（ＳＢ１００）に由来するの

だろう。ともあれ、この遺跡が瓦窯跡ではなく、

寺院跡であることは確実となった。

1.16 掘込地業の西辺に沿って、南北溝がのびる

ことを確認。遺構面は青灰色細砂（地山）ないし、

その上にのる暗褐色土である。

1.17 土壇北辺の調査にはいる。基壇土が北側に

張り出す状況を確認。

1.20 基壇規模を確認するため、土壇上に南北ト

レンチと東西トレンチを設定する。

1.23 土壇上南北・東西トレンチの掘削。土壇端

まで基壇が広がることが判明する。東西３０ｍ以上、

南北２５ｍ以上の大基壇である。基壇西辺の掘込地

業の肩から基壇土上面までの比高は約２.２ｍ。

1.27 堤防に埋め込まれた基壇西端の状況を明ら

かにするため、ＴＤ４２～４５に東西トレンチを設定。

また、ＴＬ３７南北畦沿いを断ち割り調査し、掘込

地業の底を確認する。

1.28 土壇北辺の掘込地業に沿う東西溝の掘り下

げ。底に大型の礫を多数落とし込んでおり、埋土

は黄褐色粘質土ブロックを多量に含む人為的なも

の。ＴＤ４２～４５トレンチの掘削を続行するが、こ

１９９７年１月８日～３月２６日
（測量等は１９９６年１０月２１日より開始）

Fig. 5 第81-14次調査区 １：６００
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の部分でも基壇西辺はかなり削られている模様で

ある。

1.29 ＴＤ４２～４５のトレンチを東に拡張し、南北

トレンチとつなげる。

1.30 ＴＤ４１～４５のトレンチ掘り下げ。土壇の南

側および、擁壁の迂回措置に向けて土壇北方の池

内にもトレンチを設定する。

2.3 土壇北方池内トレンチの掘削開始。

2.4 土壇北方池内トレンチ東端で、柱掘形らしい

遺構を検出。底近くのみ残る。掘込地業西北角か

ら北西へのびる溝を一部掘り下げ、掘込地業にと

もなう排水溝であることを確認する。

2.5 掘込地業排水溝を半截。また、ＴＩ４３の畦沿

いを基壇西辺に直交するかたちで断ち割る。ＴＤ

４１～４５トレンチでは、掘込地業の西辺が隅欠き状

に屈折することを確認。

2.6 土壇北辺部と池内トレンチの清掃と写真撮影

をおこなう。ＴＩ４３の基壇西辺の断ち割りや西北

角の排水溝の断面から、掘込地業の底には多数の

礫を入れていることが判明。

2.7 掘込地業西辺に沿う南北溝の掘り下げ。やは

り底に多数の礫を入れている。その西では掘立柱

柱穴を精査し、３時期にわたることを確認。

2.10 土壇南辺トレンチの掘削にかかる。写真撮

影に向けて調査区の清掃開始。

2.12 調査区清掃。降雪のため写真撮影は中止。

2.13 調査区の清掃と写真撮影をおこなう。

2.14 実測用水糸の設置。土壇東辺に東西トレン

チを設定し、掘削を開始する。

2.17 遺構実測開始。基壇土は土壇南辺のトレン

チまでは広がらず、東西棟建物であることが確定

する。金堂とみてほぼ間違いない。

2.18 実測作業。土壇南辺トレンチ掘削。

2.19 実測作業。土壇南辺トレンチの写真撮影。

土壇東辺トレンチの掘削を続行する。土壇北方池

内トレンチの埋め戻し開始。

2.20 実測作業。土壇東辺トレンチで、基壇土と

その東に広がる砂利敷を確認する。

2.21 実測作業。土壇東辺トレンチで掘込地業の

東辺を検出し、掘込地業の東西幅は３６.２ｍと判明

する。

2.22 土壇東辺トレンチの清掃と写真撮影。

2.25 報道機関によるヘリコプター空撮。

2.26 土壇東および南辺トレンチの実測開始。

2.27 記者発表および地元説明会。実測作業。

2.28 平面図への標高記入。現地説明会準備。

3.1 現地説明会。参加者約１２００名。

3.2 平面図のチェックと標高補測。

3.4 土壇南辺トレンチの埋め戻し開始。土壇東辺

トレンチほかの土層線引き。

3.5 土壇東辺トレンチほかの土層図作成。基壇東

辺はのちに破壊されている。

3.6 土壇東辺トレンチを深掘りし、掘込地業底面

を確認する。土層図の作成。

3.7 土壇上中央部のトレンチ掘削と写真撮影。土

層図の作成を続行する。

3.10 空撮に向けて調査区の清掃を開始する。土

層図作成続行。

3.11 ヘリコプターによる空撮。標定点測量。

3.12 吉備池越しに地上写真を撮影する。掘込地

業西北角の排水溝やＴＤ４１～４５トレンチ掘込地業

の断ち割り。土壇東辺トレンチの埋め戻し。

3.13 土壇西方の掘立柱穴の断ち割り。掘込地業

西北角の排水溝とともに写真撮影をおこなう。断

面実測と平面図への加筆。

3.14 遺構面保護のため調査区全面に川砂を敷く。

土壇北辺部調査区とＴＤ４１～４５トレンチ・土壇上ト

レンチの埋め戻し開始。

3.17 範囲を広げた地形測量を実施するため、測

量基準点を増設し、基準点測量をおこなう。

3.18 擁壁以北の遺構の有無を確めるため、土壇

西辺の調査区を一部拡張する。遺構面は完全に削

平されている。西方土壇を含む地形測量開始。

3.19 昨日拡張した部分の実測作業。

3.21 基壇西辺の調査区以外の埋め戻し終了。地

形測量続行。

3.24 埋め戻し完了。

3.25 畑部分の耕起。機材撤収開始。

3.26 すべての作業を終え、本年度の調査を完了

する。

Fig. 6 発掘風景（第８１-１４次） Fig. 7 実測風景（第８１-１４次）

第Ⅱ章　調　　査
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３ 調査日誌抄

1.7 金堂西方の土壇とその南で、探査のための測

量と調査区の設定をおこなう。

1.9 土壇部分の探査。

1.13 土壇南方の水田部分の探査。

1.19 機材搬入と調査区周辺の草刈り。

1.20 土壇南東の調査区から発掘を開始する。

1.21 土壇南辺の調査区および土壇南方の南北ト

レンチ（以下、南トレンチ）の掘削。

1.22 土壇南辺の調査区では、明黄褐色の山土の

整地土が広がる状況を確認。

1.23 南トレンチを掘り下げる。

1.26 土壇南西の調査区の掘り下げを開始する。

南トレンチの掘り下げ。

1.27 土壇南西および西辺の調査区の掘り下げ。

1.28 土壇西辺の調査区では掘込地業の痕跡は認

められず、基壇の西端もこの調査区までは達しな

いことが判明する。

1.29 地区杭打設。南トレンチの東に、東南トレ

ンチを設定する。

2.2 土壇南東および南辺の調査区と

東南トレンチで、遺構検出と掘削を

おこなう。

2.3 遺構検出ならびに掘削を続行。

2.4 土壇南辺の調査区では、土壇の

周囲が次第に削られていった状況が

明らかとなる。

2.5 土壇南辺では、ベースとなる暗褐色土が低く

なる部分に山土の整地をした状況を確認。

2.6 土壇南東の調査区の土層写真撮影。南トレン

チの掘り下げ。

2.9 土壇南東調査区の土層図作成。土壇南西の調

査区と南トレンチの遺構掘削。

2.10 土壇南東調査区の土層図完成。土壇西辺お

よび南西の調査区の遺構掘削。

2.12 土壇西辺の調査区と東南トレンチの遺構掘

削。写真撮影に向けての清掃。

2.13 土壇周囲の調査区の写真撮影をおこなう。

2.16 土壇上の調査にはいる。土壇の中心から西

へ向かうトレンチ（以下、土壇上西トレンチ）の

掘削開始。

2.17 土壇上中央から屈折しつつ南へ向かうトレ

ンチ（以下、土壇上中央トレンチ）とそこから東

へ向かうトレンチ（土壇上東トレンチ）の掘削開

始。基壇土の西側の落ちを出す。土壇南東および

Ｂ　第８９次調査（塔・南面回廊） １９９８年１月７日～４月１７日

Fig. 8 探査風景（第８９次）
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南辺の調査区と東南トレンチの実測。

2.18 基壇版築土には小礫が混じる。色調は上部

が赤色系、下部が黄色系。

2.19 土壇上東・西トレンチの掘り下げ。土壇南

トレンチの実測。

2.23 土壇上東トレンチを北へ一部拡張する。土

壇上西トレンチの断ち割り開始。

2.24 土壇上中央トレンチ南端の断ち割り。基壇

北端を探るため、ＴＪ６６地区に小調査区を設ける

が、基壇土が続くことを確認。

2.25 土壇上西トレンチおよび中央トレンチ南部

の断ち割り。

2.26 土壇上東・西トレンチの断ち割り。土壇上

中央トレンチの断ち割りでは、南端のＴＢ～ＴＣ付

近まで版築が確認できる。土壇周囲の調査区の実

測終了。

2.27 土壇上西トレンチの断面には、版築の途中

でスロープ状を呈していたようすが明瞭に見え

る。掘込地業が存在しないことも確実となった。

土壇中央の心礎想定位置を一部掘り下げ、拳大～

半人頭大の礫群を確認する。土壇周囲の調査区の

平面図に標高記入。

3.2 土壇中央の心礎想定位置および土壇東・中

央トレンチ南端の掘り下げ。

3.3 土壇中央部の掘り下げは、一部版築層に達

する。土壇中央トレンチ南端の断ち割り完了。

3.4 土壇上ＴＦ６４～６６では､大きな穴の輪郭がみえ

る｡心礎抜取穴か｡土壇中央トレンチ南端の土層線

引き｡

3.5 土壇中央部の巨大な穴は、塔（ＳＢ１５０）の

心礎抜取穴と考えてよい。根石らしい石も認めら

れる。土壇上西トレンチの断ち割りを延長。

3.6 土壇西寄りの版築途中にみられるスロープ

は、心礎を引き上げるためのもの。土壇上中央ト

レンチを拡張し、心礎抜取穴の西肩を確認する。

3.7 土壇中央部の土層図作成。

3.9 空撮に向けて調査区の清掃を開始する。

3.10 調査区の清掃。

3.11 ヘリコプターによる空撮と地上写真撮影。

記者発表ならびに地元説明会の準備。

3.12 記者発表および地元説明会。

3.13 現地説明会準備。

3.14 現地説明会。参加者約１４００名。

3.16 東南トレンチの西壁沿いを断ち割り、ＵＧ

地区で東西方向の石組溝を検出する（ＳＤ１６１）。

南面回廊（ＳＣ１６０）の雨落溝であろう。土壇南東

および南辺調査区と南トレンチも壁沿いを断ち割

る。南トレンチの北寄りでは小石敷（ＳＸ１５５）を

確認｡

3.17 土壇上中央トレンチの土層図作成。土壇南

東の調査区から埋め戻しを開始する。

3.18 東南トレンチ石組溝と南トレンチ小石敷の

写真撮影および実測。

3.19 東南トレンチと南トレンチのＵＩ区で、東西

方向の溝と側石の抜取痕跡を確認する（ＳＤ１６２）。

南面回廊の北雨落溝にあたり、３日前に検出した

石組溝は南雨落溝と判明した。溝の心々間距離は

約６ｍである。写真撮影。

3.23 東南・南トレンチの回廊北雨落溝の精査と

写真撮影をおこなう。

3.24 南面回廊の発見に関する記者発表。

3.26 埋め戻し続行。土壇上トレンチの平面実測

と標高記入。土壇上西トレンチ土層図作成。

3.30 土壇上中央トレンチ南端部の土層剥ぎ取り。

土壇上東トレンチの土層図を作成する。

3.31 土壇上東トレンチの断ち割りと西トレンチ

の土層剥ぎ取りをおこなう。

4.1 土壇上調査区の補測。埋め戻し続行。

4.2 土壇上中央トレンチの土層図作成。土壇上は

西トレンチから埋め戻しを開始する。

4.3 土壇上に設けたトレンチの実測作業を完了す

る。埋め戻し続行。

4.7 土層図のチェック。埋め戻し続行。

4.8 水田部分の調査区埋め戻しが完了する。

4.9 土壇上トレンチの埋め戻し。

4.13 埋め戻し続行。

4.16 埋め戻し完了。機材撤収開始。

4.17 畑部分の耕起。本年度調査を完了する。

Fig. 10 現地説明会（第８９次） Fig. 11 土層転写風景（第８９次）
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1.7 機材を搬入し、中門の想定位置である主調査

区（南区）から発掘調査を開始する。

1.8 南区の耕土除去（～１.１２）。

1.13 東端から床土を除去し、遺構検出開始。

1.14 ＵＧ地区で東西溝とその両側の側石が顔を出

す。昨年確認した南面回廊ＳＣ１６０の南雨落溝（ＳＤ

１６１）の東への延長にあたる。

1.18 西へ向かって順次床土を除去し、遺構検出

作業をおこなう。南区全域に地区杭打設。

1.19 遺構検出を続行する。ＵＮ５１で土坑（ＳＫ

１９３）を確認。

1.20 金堂と塔の中間点でも回廊の南雨落溝がま

っすぐのび、想定位置に中門は存在しないことが

明らかとなる。

1.21 西面回廊の確認を先行することとし、塔基

壇西方のトレンチ（西区）の発掘にかかる。７５～

７９地区の掘削開始。

1.25 遺構検出作業。ＴＥ･ＴＦ７７で柱穴を確認

（ＳＡ２０４）。

1.26 遺構検出と掘削を続行する。

1.27 ８０～８５および１０地区の掘削開始。

1.28 上記地区の遺構検出。

1.29 ＴＥ８３で野井戸とみられる土坑を確認する

（ＳＥ２２０）。

2.1 ８０～８４地区の調査区を北と東に一部拡張

する。

2.2 ＴＥ８１とＴＧ８１で土坑（ＳＫ２１６･２１７）を検出。

これに切られるかたちで、黄色の山土を埋土とす

る溝（ＳＤ２１５）が西南西にのびる。

2.3 １１～１８地区の掘削にかかる。

2.4 １１～１８地区の遺構検出作業。

2.5 ＥＦ１１～１３で東西に並ぶ柱穴を３つ検出する

（ＳＡ２２７）。

2.8 １１～１８地区の遺構検出続行。

2.9 ＥＥ１１～１８の東西溝（ＳＤ２２６）を確認。南区

の調査を再開する。

2.10 南区の遺構検出作業。

2.15 西区８０～８３地区を南に拡張する。ＥＥ１１～

１８東西溝に含まれる木片の発掘。

2.16 南区の遺構検出を続行する。西区ＴＥ８３の

野井戸の輪郭確認。ＥＥ１１～１８東西溝の木質遺物

を取り上げ。

2.17 南区の遺構検出と西区ＥＥ１１～１８東西溝の

木質遺物取り上げ、８０～８３地区遺構検出。

2.18 南区および西区８０～８３地区の遺構検出。

2.19 南区の遺構検出続行。西区８０～８３地区の遺

構と８４地区以西の黄色山土の広がりを追う。

2.22 南区の西壁沿いに排水溝を掘削する。西区

８０～８５地区の遺構検出続行。

2.23 南区の遺構掘削と西壁の土層線引き。ＵＩ地

区で、南面回廊北雨落溝および側石抜取痕跡を確

認する。またＵＧ・ＵＨ地区には、南雨落溝に北接

して、それより新しい東西大溝（ＳＤ１８０）がある。

南雨落溝の掘り下げ開始。西区は、ＥＥ１０で西か

らの東西溝の続きを確認。７８地区では砂混じり

の南北溝を検出。西面回廊の東雨落溝か。

2.25 南区は、南面回廊南雨落溝の掘り下げと北

雨落溝側石の抜取痕跡の検出を続行する。西区

８４地区以西を一部拡張。回廊西南角想定位置に小

調査区（西南区）を設けて掘削開始。

2.26 西区の７８地区で、西面回廊（ＳＣ２００）の雨

落溝（ＳＤ２０１）を確認。側石は抜き取られている。

西雨落溝は水田畦畔直下と推定。

3.1 南区は南面回廊南雨落溝の掘り下げ。西区

ＥＥ１０の東西溝（ＳＤ２２６）は、ここが東端となる。

溝の北側には、ＥＦ１３からつづく柱穴あり（ＳＡ

２２７）。西南区の遺構検出。

Fig. 12 発掘風景（第９５次）
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Fig. 13 第95次調査 南区・西南区 １：６００
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3.2 南区および西区の遺構精査。西南区では回廊

南雨落にあたる石組溝は確認できない。

3.3 南区東端のＵＨ～ＵＪ地区で南北に並ぶ３基の

柱穴を確認（ＳＢ１９０）。西区の清掃。

3.4 南区の遺構精査。西区は、写真撮影と土層図

の作成をおこなう。

3.5 南区ＵＧ５４～５５では、回廊南雨落溝の南に接

して、東西に並ぶ柱穴状の小穴を確認（ＳＡ１８１）。

西区・西南区の写真撮影。

3.8 空撮に向けて、調査区の清掃と標定点の設置

作業をおこなう。

3.9 ヘリコプターによる空撮。南区の地上写真撮

影。

3.10 西区と西南区から平面実測開始。記者発表

および現地説明会の準備にかかる。

3.11 記者発表。平面実測続行。

3.12 南区の細部写真撮影。現地説明会準備。平

面実測続行。

3.13 現地説明会。参加者約３６０名。

3.15 西区ＥＦ１１～１３柱穴（ＳＡ２２７）断ち割り。

西区の平面図作成と標高記入、土層図作成。

3.16 西区８０～８４地区の断ち割り。ＴＦ８０から西

南西へのびる溝（ＳＤ２１５）は、底部に大型の礫、

最上部に黄色の山土を入れた一種の地業状を呈す

る。平面実測続行。

3.17 西区８０～８４地区の断ち割りを続行する。土

層図作成。１１地区以西は埋め戻しを開始。平面

実測と標高記入続行。

3.18 西区７７～８４地区の断ち割りと土層図作成。

3.22 西区８０～８４地区の断ち割り続行。

3.23 西区８０～８４地区および西南区の断ち割り。

3.24 西区８０～８４地区の断ち割り、写真撮影。

3.25 断面実測および写真撮影。西区１１地区以西

と西南区の埋め戻し終了。

3.26 西区８０～８５および１０地区の断ち割り。西面

回廊西雨落溝の確認のため、水田畦畔を断ち割っ

て調査する。

3.29 西区畦畔断ち割り部分の写真撮影と実測。

石組溝自体は遺存せず、側石の抜き取りらしいく

ぼみは認められるが、きわめて痕跡的である。

3.30 南区のＵＧ・ＵＨ地区東西大溝（ＳＤ１８０）を

掘りはじめる。中層に瓦が堆積。西区８０～８５およ

び１０地区の埋め戻しを開始する。

3.31 南区東壁沿いの柱穴を断ち割る。西壁およ

び北壁の土層線引き。

4.1 南区の断ち割りを続行する。ＵＧ･ＵＨ地区

東西大溝の掘削と遺物取り上げ。

4.2 南区南面回廊の南雨落溝の南と北雨落溝に重

複して、東西方向に並ぶ小柱穴を確認する（ＳＡ

１８１･１８２）。平面実測および断ち割り。

4.3 南区の実測作業をおこなう。

4.6 南区の実測を続行。

4.7 ＵＧ・ＵＨ地区東西大溝の掘削後、南区の埋

め戻しを開始する。

4.8 南区の埋め戻し。

4.9 南区の埋め戻しを続行する。

4.12 南区の埋め戻しと西区の水田暗渠復旧。

4.13 西区の水田暗渠復旧と埋め戻し完了。

4.14～21 南区の埋め戻し。

4.22 南区の埋め戻し終了。機材を撤収し、本年

度の調査を完了する。
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Fig. 14 第95次調査 西区 １：６００

1.7 中央区から掘削を開始する。

1.11 中央区および西区の掘削。

1.12 中央区・西区の掘削と地区杭打設。西区は

橙黄褐色の地山面を出す。東区トレンチ設定。

1.13 中央区と西区の掘削および遺構検出作業。

1.14 中央区・西区の遺構検出と遺構掘削をおこ

なう。中央区では、平安時代の軒平瓦が出土。

1.17 中央区は、ＲＢ地区以南の瓦器を含む包含層

を掘削する。西区北半部の土層写真撮影。

1.18 中央区ＲＢ地区以南の包含層掘削を続行す

る。西区は瓦器を含む包含層の掘削。

1.19 中央区は遺構掘削にかかる。平安時代の軒
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Fig. 15 第105次調査 西区・中央区・池内調査区 １：６００

丸瓦出土。西区では、Ｌ字状の３条の溝（ＳＤ２８８

～２９０）とそれを切るコの字状の溝（ＳＤ２８５～２８７）

を確認。

1.20 中央区の遺構掘削と西区包含層掘り下げ。

1.24 中央区の遺構検出と掘り下げ。西区の南端

付近で自然流路を確認する。

1.25 中央区ＲＢ～ＲＦ包含層の掘り下げ。西区は、

３条の自然流路（ＳＤ２９１～２９３）を掘削。

1.26 中央区の遺構検出作業。ＲＢ～ＲＦ間で柱穴

を確認する。

1.27 中央区の遺構検出を続行する。東区北トレ

ンチの掘削開始。地山上に粗砂と粘土の互層が堆

積する。ある時期の自然流路か。

1.31 中央区はＲＢ地区以北の遺構検出続行。東区

北トレンチの２５～２６地区に瓦礫の堆積あり。

2.1 中央区全体の遺構検出作業。大型の柱穴が見

え始める。東区南トレンチの掘削開始。

2.2 中央区のＲＤ･ＲＦ地区に南北の側柱列をおく

東西棟掘立柱建物（ＳＢ２６０）を検出。柱掘形の一

辺１.５～１.８ｍと大きい。東区の壁削りと排水溝掘

削をおこなう。

2.3 池内調査区（東端のトレンチ）の掘削にとり

かかる。赤褐色の積み土らしい土層を確認するが、

以南は池により削平されている。

2.4 中央区の掘立柱建物部分を拡張する。西区南

半の包含層および遺構掘り下げ。

2.7 中央区拡張部分の掘削。池内調査区を東西に

細長く拡張する。

2.8 中央区と池内調査区の拡張部分の掘削をおこ

なう。西区遺構精査。

2.9 中央区の掘立柱建物ＳＢ２６０が東へ１間分のび

ることが判明し、トレンチを再拡張する。東区北

トレンチの掘削。

2.10 中央区の拡張部分と東区北トレンチの掘り

下げ。

2.14 中央区拡張部分の掘り下げを続行する。池

内調査区の清掃。

2.15 中央区の掘立柱建物の東妻を確認する。西

区と池内調査区の写真撮影。

2.16 中央区掘立柱建物の東妻柱を検出する。東

区南トレンチの掘り下げ。

2.17 東区南トレンチの掘り下げ。帯金具や軒丸

瓦などが出土。

2.18 東区南トレンチの西端近くで、金堂基壇外

周をめぐる溝（ＳＤ２５０）を検出する。２５地区南

北溝（ＳＤ３０６）の掘り下げ。瓦器出土。

2.21 東区南トレンチの西端で金堂基壇の掘込地

業を確認。北トレンチは、ＳＤ３０６およびそれから

分岐する東西溝（ＳＤ３０７）の掘削。

2.22 東区北トレンチの遺構検出。池内調査区（東

端のトレンチ）を断ち割り、地山の落ちこみを確

認する。赤褐色の積み土の下から土師器高杯（飛

鳥Ⅰ）が出土。

2.23 池内に５ｍ間隔で設定した６ヵ所のトレン

チを順次掘削し、写真撮影をおこなう。赤褐色の

積み土は中軸線から西へ４０ｍ以上のび、基壇土で

はなく、整地にかかわるものとみてよい。

2.24 池内調査区の土層図を作成し、埋め戻しを

開始する。中央区は写真撮影に向けて清掃。

2.25 中央区写真撮影。東区南トレンチ遺構検出。
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Fig. 17 現地説明会（第１０５次） Fig. 18 現地説明会（第１０５次）

2.28 東区南トレンチでは、東面回廊ＳＣ３００の西

雨落溝（ＳＤ３０５）を検出する。池内調査区の埋め

戻し終了。

2.29 東区南トレンチの西雨落溝を掘削し、埋土

中の瓦を露出させる。

3.1 東区南トレンチの西雨落溝と瓦出土状況を写

真撮影。回廊部分を精査するが、礎石の痕跡や足

場穴は認められない。西区清掃。

3.2 東区北および南トレンチを拡張する。

3.3 東区北および南トレンチの掘削。東面回廊西

雨落溝の土層を再検討し、本来は石組溝であった

ことを確認する。

3.6 東区北トレンチ写真撮影。南トレンチ拡張部

分で、金堂基壇をめぐる溝とそれに沿う柱穴（ＳＡ

２５１･２５２）を検出する。

3.7 東区南トレンチ西壁の写真撮影と実測。空撮

に向けて調査区の清掃をおこなう。

3.8 ヘリコプターによる空撮と東区南トレンチの

写真撮影。記者発表準備。

3.9 記者発表および地元説明会。並行して実測用

水糸を設置する。

3.10 中央区の平面実測。現地説明会準備。

3.11 現地説明会。参加者約６００名。

央区の平面実測。現地説明会準備。

3.13 西区の断ち割り調査と土層図のチェック。

3.14 中央区平面実測完了。西区の埋め戻しを開

始する。

3.15 中央区土層図作成。東区平面実測開始。

3.17 中央区掘立柱建物（ＳＢ２６０）柱穴の断ち割

り。柱掘形の底に石をおくものあり。

3.21 中央区の断ち割りを続行する。東区の平面

実測と標高記入。西区の埋め戻し終了。

3.22 中央区の埋め戻しを開始する。東区の平面

実測と標高記入、土層図作成。

3.23 東区南トレンチの金堂基壇周溝を断ち割る。

礫が３～４段積み上げられている。北トレンチ標

高記入と土層図作成。

3.24 東区南トレンチの柱穴（ＳＡ２５１･２５２）の

断ち割りと実測をおこなう。

3.27 東区南トレンチの金堂基壇周溝断ち割り続

行。底面の標高は、第８１-１４次調査の西北隅部分

にくらべて約５０㎝高い。

3.28 東区南トレンチ北壁の土層区分。

3.29 東区南トレンチ北壁の土層図作成。

3.30 東区南トレンチの回廊部分の断ち割りと精

査をおこなう。

3.31 東区南トレンチ回廊の断ち割り続行。足場

穴は確認できない。中央区の埋め戻し終了。

4.3 東区の埋め戻しにかかる。

4.4 機材撤収。

4.5～10 東区の埋め戻し続行。

4.11 水田部分の耕起。本年度の調査完了。

Fig. 16 第105次調査 東区 １：６００

SD 306

SD 305

SA 251

SA 252

SD 105

SX 101
SD 250

SD 307

北トレンチ�

南トレンチ�

３０� ２５� ２０�

３０�

SASA

TRTR

TQTQ

TPTP

TOTO

TNTN

TMTM

TLTL

TKTK

SASA

TRTR

TQTQ

TPTP

TOTO

TNTN

TMTM

TLTL

TKTK

２５� ２０�

０� １０m



Ｅ　第１１１次調査（中門・僧房） ２００１年１月９日～４月２４日

29

３ 調査日誌抄

1.9 南区の掘削を開始する。

1.10 地区杭の打設。

1.11 南区の掘削。

1.12 掘削続行。

1.15 南区の東北角から南西に向かって、旧流路

の砂礫層が堆積する。

1.16 南区の掘削を続行。

1.17 西壁沿い排水溝に玉石がかかる。回廊基壇

の南雨落溝か。

1.18 ＵＧ４２で南北に並ぶ２列の玉石を確認。昨

日の玉石が回廊南雨落溝とすれば、それから折れ

る中門基壇の西雨落溝となる可能性あり。

北壁の土層図作成。

1.19 ＵＨ地区で東西溝を検出。第９５次調査の藤

原宮期の溝ＳＤ１８０の延長にあたる。

1.22 南区北端より素掘小溝の掘り下げと遺構精

査を開始。

1.23 ＵＩ３８～４２で、７尺間隔で東西に並ぶ柱穴を

確認する（ＳＡ３２５）。足場か。

1.24 ＵＧ地区に石の抜取痕跡らしいものあり。中

門基壇の南雨落溝か。

1.26 土層線引き。

1.29 南区東壁と西壁の土層図作成。北区の掘削

を開始（南北３９ｍ×東西５ｍのトレンチ）。

1.31 南区の精査をおこなうが、依然、中門基壇

の北雨落溝は認識できない。ＵＩ３６～３７で、柱列

（ＳＡ３２５）の延長を検出する。

2.2 南区西壁の土層図作成。北区の排水溝を掘削

し、地区杭を打設する。

2.5 南区南壁の土層図作成。北区掘り下げ。

2.7 南区土層図作成。北区の掘り下げ。

2.8 南区土層図作成。北区掘り下げ続行。

2.9 北区の掘り下げを続行する。

2.13 北区掘り下げ。北壁寄りでは整地土が厚く、

地表から地山まで１ｍ以上ある。

2.14 ＳＩ地区で東西溝（ＳＤ３５０）を検出。

2.15 北区遺構精査。東西溝ＳＤ３５０を完掘する。

奈良時代の遺物が出土。

2.16 北区遺構精査。ＳＮ地区以北は、地山が急激

に下がり、舌状丘陵の縁辺部にあたる。

2.19 北区の清掃と写真撮影をおこなう。実測用

水糸の設置と土層線引き。

2.20 北区の平面図および土層図作成。

2.21 北区の平面図標高記入と土層図作成。ＳＮ

地区以北の整地土を掘り下げる。

2.22 北区のＳＰ・ＳＲ地区で大型の柱穴を確認す

る（ＳＢ３４０）。北側の隣接地で桜井市文化財協会

が発掘した僧房とみられる建物（ＳＢ４００）とほぼ

同規模。北側の柱穴の北と南側の柱穴の南には東

西溝が走る。溝には造り替えがある。

2.23 建物の規模を明らかにすべく、東西に大き

く拡張した調査区を設定。ＳＱ３０柱穴より吉備池

廃寺の軒丸瓦出土。ＳＧ～ＳＨ３１では、東西棟掘立

柱建物（ＳＢ３４８）の東妻を検出する。

2.24 北区東拡張部分の掘削。

2.26 北区東・西拡張部分の掘削。ＳＯ２８～２９で

石敷を検出。

2.27 北区東・西拡張部分の掘削と地区杭打設。

2.28 北区拡張部分の掘削。東拡張部分は柱穴が

見えないため、整地土をはずす。

3.1 北区拡張部分の掘削。東拡張部分の整地土下

で柱掘形の輪郭をようやく確認する。整地土には

土師器高杯（飛鳥Ⅰ）と焼土が含まれる。『大安

寺縁起』が伝える火災に関わるか。

3.2 北区の東拡張部分の焼土と高杯の写真撮影。

西拡張部分も、整地土上で抜取穴は見えるが、柱

掘形は見えない。ＳＱ３４～３５で別の掘立柱建物

（ＳＢ３４５）の柱穴を検出。

3.3 南区の精査。南面回廊の両側の雨落溝が中門

部分で屈折することを確認し、３×２間程度の中

Fig. 19 発掘風景（第１１１次）
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Fig. 22 現地説明会（第１１１次） Fig. 23 現地説明会（第１１１次）

門の存在が明らかとなる。回廊の礎石抜取穴らし

い土質の違う部分（ＳＸ３２４）も検出。ＵＩ地区の

東西柱列（ＳＡ３２５）は、第９５次調査のＳＡ１８２の

延長にあたるが、中門の北雨落溝ないし側石抜取

痕跡の埋土の上から見える。

3.5 南区の中門および回廊の雨落溝の精査を続行

する。北区は、西拡張部分の遺構検出。西壁には

ＳＢ３４０の柱掘形がかからない模様。東西１０間か。

建物の周囲をめぐる溝は上下２層あり。

3.6 南区の中門・回廊北雨落溝の精査。北区西拡

張部分の建物外周溝の掘削。建物部分をいったん

掘りくぼめて柱掘形を掘り、柱を立てたのちに整

地を施しているらしい。

3.7 南区は中門基壇東北角付近の精査と遺構掘削

をおこなう。北区も遺構検出を続行。ＳＰ３２以北

に設定した南北畦の土層図を作成する。

3.8 南区は中門東北角付近の雨落溝の精査。南面

回廊北雨落溝は削平のためか途中でとぎれ、東壁

まで続かない。北区は遺構検出とＳＢ３４０柱穴の掘

り下げ。抜取穴に瓦などが含まれる一方、掘形に

は炭や焼土が混じり、建築前に近くで火災があっ

たことをうかがわせる。なお、これと埋土の状況

を異にするＳＢ３４５は、４×２間の規模で妻柱をも

たない構造となる模様。

3.9 南区の中門北雨落溝を検出する。北区はＳＢ

３４０柱穴の検出と掘り下げ続行。

3.10 南区の南北畦を除去。

3.11 南区の中門・回廊北雨落溝を掘り下げる。

中門の礎石痕跡を探すが、見つからない。

3.12 南区は清掃と中門柱想定位置の精査。南側

柱筋にそれらしい土質の違いが認められるが、き

わめて痕跡的である。北区はＳＢ３４０柱穴の検出と

掘り下げ。西の妻柱を確認する。

3.13 南区写真撮影。北区は東拡張部分を精査し、

東壁際でＳＢ３４０の柱掘形を検出する。柱間は、桁

行が約２.５ｍ、梁行は約２.７ｍ。

3.14 北区の東壁際でＳＢ３４０の東妻柱を検出し、

建物規模は１１×２間と確定。清掃後、北区の写

真撮影をおこなう。

3.15 記者発表準備。

3.16 ヘリコプターによる空撮。北区写真撮影

（補足）。記者発表と地元説明会。

3.19 調査区の清掃と現地説明会準備。

3.20 現地説明会。参加者約１０００名。

3.21 南区と北区の平面実測。

3.22 南区は中門雨落溝の精査と藤原宮期東西溝

（ＳＤ１８０）・ＵＪ３８大土坑（ＳＥ３３０）の掘り下げ。

中門の雨落溝は直角に屈折せず、ややカーブを描

く。北区平面実測。

3.23 南区のＳＤ１８０･ＳＥ３３０の掘削を続行する。

北区は平面実測および標高記入。

3.26 南区のＳＤ１８０･ＳＥ３３０の掘削と清掃。

3.27 南区写真撮影。

3.28 南区の断ち割り調査。あわせて、第９５次で

検出した東西方向の柱列ＳＡ１８１の延長を精査する

が、確認できない。

3.29 南区の断ち割りと図面チェックをおこない、

埋め戻しを開始する。北区土層線引き。

3.30 北区の土層線引きと土層図作成。
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３ 調査日誌抄

4.2 北区土層図作成。

4.3 北区東壁にかかるＳＢ３４０東南隅柱は、別の先

行する柱穴（整地以前のものと判断）を切ってい

るらしい。土層図作成続行。

4.4 北区ＳＯ２８～２９で井戸状の落ち込み（ＳＥ３５５）

を確認。２.２６に検出した石敷はこれにともなうも

のだろう。清掃後、写真撮影。ＳＢ３４０柱穴の断ち

割りを開始する。

4.5 北区ＳＢ３４０の断ち割りと断面図作成。

4.6 北区の写真撮影と断面図作成。ＲＡ３４の土坑

は井戸か。南区の埋め戻し終了。

4.9 北区のＳＢ３４０以外の柱穴その他を断ち割る。

断面図・土層図作成。図面チェック。

4.10 北区の断ち割りと断面図作成、図面チェッ

ク。ＲＡ３４土坑は曲物を据えた井戸らしい（ＳＥ

３６０）。北区の埋め戻しにかかる。

4.11 北区東壁でＳＢ３４０東北隅柱穴を含めた土層

剥ぎ取りをおこなうため、調査区を一部再拡張す

る。あわせて東壁際を掘り下げ。

4.13 北区ＳＢ３４０東北隅柱穴の平面検出と実測後、

断ち割り。かなり深い。

4.16 北区東壁の土層線引きと実測、写真。

4.17 北区東壁の土層剥ぎ取り。平面の補測と図

面チェック。

4.18～23 北区の埋め戻し。

4.24 北区埋め戻し終了。機材を撤収し、本年度

を含めて５年間にわたる共同調査を完了する。

Fig. 24 撮影風景（第１１１次） Fig. 25 土層転写風景（第１１１次）

Ｆ　桜井市第９次調査（僧房） １９９８年１０月９日～１２月１１日

10.9 調査機材を現地へ搬入し、調査区の設定を

おこなう。

10.12 重機で表土を掘削し、遺構面を出す。調査

区の東半では遺構が確認されるが、西半は削平の

ため確認できない。

10.13 遺構面の精査と遺構検出作業。藤原宮期の

土器片少量と、吉備池廃寺創建軒丸瓦が１点出土

した。並行して素掘小溝や小柱穴の掘削にとりか

かる。これらには１３世紀以降の瓦器椀の細片が含

まれている。

10.14 素掘小溝と中世の小柱穴の掘り下げを続行

し、素掘小溝はすべて完掘する。藤原宮期のもの

とみられる柱穴も数基確認。また、２.３×１.６ｍと

大型の掘立柱掘形を確認したが、あまりの大きさ

に最初は井戸と考える。

10.19 中世の小柱穴の断面図を作成し、写真を撮

って完掘する。継続して藤原宮期の柱穴の掘削。

調査区の東端は谷へと落ち込む地形のため、整地

土を入れて造成した模様。

10.20 南北溝ＳＤ４０２の掘削を開始する。藤原宮

期の遺物が集中して出土。藤原宮期の柱穴群の調

査を継続。

10.22 ひきつづき、藤原宮期の柱穴群の調査をお

こなう。

10.23 調査区東半を南へ一部拡張し、藤原宮期の

柱穴と南北溝ＳＤ４０２の延長を確認する。また、測

量用基準杭を打設して、平面実測を開始。あわせ

て個別遺構の写真撮影をおこなう。

10.26 藤原宮期の柱穴群の掘削を継続する。これ

らに切られるかたちで、先に井戸と考えたものを

含む６基の大型の柱掘形が規則的に並ぶことが明

らかとなる。

10.28～29 重機で調査区を北へ拡張するととも

に、南側も人力で拡張。さらに５基の大型柱掘形

を確認する。これらが東西棟建物ＳＢ４００としてま

とまることが判明。

10.30 拡張部分の中世遺構および藤原宮期の溝と

柱穴群の調査をおこなう。測量用基準杭を追加し

て打設する。

11.2 ＳＢ４００の柱穴の掘削を開始。柱掘形はいず

れも南北方向に長い長方形を呈し、抜取穴の上部

は地山に類した土で埋まっている。出土遺物は飛

鳥時代に限られており、吉備池廃寺に関連する建

物と判断した。寺域内における位置などから、僧
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房の可能性が推定される。

11.4～10 ＳＢ４００の柱穴の調査続行。柱はすべて

抜き取られているが、遺物はさほど多くない。ま

た、底に径３０㎝程度の柱根や柱痕跡を残すものが

多い。柱掘形の規模に比べるとやや貧弱か。

11.11 ＳＢ４００柱穴群の調査を継続する。重機で

北側の拡張区を東へ再拡張する。

11.12 大福地内における大藤原京関連遺跡第２４次

調査のため、作業を一時中断。

11.18～25 調査を再開する。ひきつづきＳＢ４００柱

穴の掘削をおこない、ほぼ完掘する。

11.26 断ち割り作業ののち、写真撮影へむけて調

査区全体の清掃をおこなう。

11.27 産業用ラジコンヘリコプターによる航空写

真撮影ならびに地上写真の撮影をおこなう。その

後、実測作業。

11.30～12.3 実測作業。

12.4 調査区東側のベースと整地土の断ち割り。

掘立柱南北塀ＳＡ４０１を確認する。

12.7 南北塀ＳＡ４０１の調査。実測と写真撮影をお

こなう。記者発表にむけて調査区全体を清掃。

12.8 記者発表。

12.9～11 調査区の埋め戻しをおこない、すべて

の作業を完了する。
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Fig. 26 桜井市第9次調査区 １：６００ Fig. 27 発掘風景（桜井市第９次）

Ｇ　桜井市第１１次調査（北外周部） ２０００年１２月４日～２００１年３月２０日

12.4 調査機材を搬入し、東北東～西南西方向に、

平行する２本の調査区を設定。北側のトレンチか

ら人力で掘削を開始する。

12.5～7 北側のトレンチの掘削続行。東半部は近

世に大きく切り崩されている。

12.8 北側のトレンチの西半部には比較的厚い中

世の整地土があり、この下で幅３.８ｍの溝状の遺

構を確認した。南側のトレンチの掘削を開始する。

東半部はやはり大きく切り崩されているが、西半

部は覆土が浅く、中世の整地土は認められない。

地山面で柱穴らしき遺構を確認。

12.11～13 南側のトレンチの掘削続行。

12.14 遺構が多数確認されたため、重機を投入し

て調査区を拡張することにする。

12.15 重機による調査区の拡張と遺構面の精査を

おこなう。柱穴多数と溝・竪穴住居などを検出す

る。

12.18 柱穴と切り通しＳＸ４２１、南北溝ＳＤ４２２の

掘削を開始する。

12.19 測量用基準杭を打設する。柱穴と切り通し

ＳＸ４２１、南北溝ＳＤ４２２の掘削続行。切り通しは

完掘する。柱穴は、重複関係から大きく３時期に

分けることができる。

12.20～22 ひきつづき柱穴の調査をおこなう。

土器片などの出土遺物はすべて藤原宮期より古

く、吉備池廃寺に関連する建物を含む。

12.25 柱穴の調査続行。竪穴住居ＳＢ４２６の調査

を開始する。

12.26～27 柱穴と竪穴住居ＳＢ４２６の調査。

12.28 柱穴と竪穴住居ＳＢ４２６の調査続行。平面

実測を開始する。

1.4 竪穴住居ＳＢ４２６の調査完了。

1.5 柱穴の調査を完了する。

1.9 調査区の清掃後、産業用ラジコンヘリコプタ

ーによる航空写真撮影をおこなう。その後、地上

写真の撮影と実測作業。

1.10 実測作業。

1.11 発掘機材撤収。

1.12 実測作業。本日で現地調査は終了。遺構の

保存協議のために記者発表や埋め戻しは先送りと
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Fig. 28 桜井市第11次調査区 １：６００ Fig. 29 現地説明会（桜井市第１１次）

なり、調査区の養生をおこなう。

3.14 保存協議の完了により、現地の清掃後、桜

井市立埋蔵文化財センターで記者発表。その後、

報道機関は現地撮影。

3.20 奈良国立文化財研究所の飛鳥藤原第１１１次

調査と現地説明会を共催する。参加者約１０００名。

3.22～24 調査区の埋め戻しをおこない、すべて

の作業を完了する。

Ｈ　桜井市第１２次調査（南外周部） ２００１年７月１１日～２００１年７月２４日

7.11 機材搬入。重機で盛土を除去し、調査区を

設定する。現地表下約１.２ｍで、遺構面を覆う包

含層に達する。

7.12 重機掘削続行。包含層以下は人力で掘り下

げ、遺構面を出す。調査区の北寄りでは石組東西

溝ＳＤ４４１の石列を検出したが、途中でとぎれてい

る。この石組溝の南には、わずかなベースの高ま

り（ＳＸ４４３）があり、その部分は包含層が覆って

いない。瓦片や土器片が少量出土。

7.13 石組溝ＳＤ４４１の延長を確認するため、調査

区を東へ一部拡張する。

7.17 拡張部では溝自体は存在するものの、石は

残っていない。調査区南半の包含層を掘り下げる。

測量用基準杭を打設し、実測を開始する。

7.18 調査区南半の包含層の掘削完了。湧水が激

しく、遺構検出に困難をともなう。

7.19 調査区南半を精査し、東西溝２条を検出す

る。それぞれ包含層上面とベース面から掘り込ん

でおり、ベース面より切り込む溝ＳＤ４４２は、溝内

に多数の石が落ち込んだ状態で確認された。先に

検出した石組溝ＳＤ４４１とともに、建物にともなう

雨落溝か。その場合、両者の間のベースの高まり

（ＳＸ４４３）は基壇の痕跡となる可能性がある。調

査区全体の精査と写真撮影。

7.20 産業用ラジコンヘリコプターによる航空写

真撮影を予定していたが、機器の不調により延期。

実測作業を継続する。

7.21 産業用ラジコンヘリコプターによる航空写

真撮影。その後、実測作業に移り、完了。

7.23 機材の撤収と調査区の排水作業。

7.24 調査区の埋め戻しをおこない、すべての作

業を完了する。
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Fig. 30 桜井市第12次調査区 １：６００




